
請求手数料、開示手数料及び写しの交付費用のケース別算定例

情報公開請求に必要な請求手数料、開示手数料及び写しの交付費用の額について、ケース１

～６を例に、その算定方法を示します。

請求文書 Ａ課が保有する令和２年度中に提出された●●届出書（紙・片面換算５０枚） 及び

Ａ課が保有する令和３年度中に提出された▲▲報告書（紙・片面換算３０枚）

開示方法 来庁による写し（紙・モノクロ）の交付

①請求手数料 全てＡ課が保有している文書のため、２００円×１件＝２００円

②開示手数料 ●●届出書５０枚＋▲▲届出書３０枚＝８０枚≦１００枚のため発生しない。

③写しの交付費用 ●●届出書５０枚＋▲▲届出書３０枚＝８０枚

８０枚×１０円＝８００円

費用の合計 ①＋②＋③＝１，０００円

請求文書 Ｂ課が保有する令和３年度中に実施された●●会議の資料（紙・片面換算１３０枚）

開示方法 来庁による閲覧のみ

①請求手数料 全てＢ課が保有している文書のため、２００円×１件＝２００円

②開示手数料 ●●会議の資料１３０枚＞１００枚のため発生する。

超過枚数（１３０枚－１００＝３０枚）×１０円＝３００円

③写しの交付費用 閲覧のみのため発生しない。

費用の合計 ①＋②＋③＝５００円

請求文書 Ｃ課が保有する●●台帳全件（データ・紙換算１，０００枚）

開示方法 郵送による写し（データ・ＣＤ－Ｒ）の交付

①請求手数料 全てＣ課が保有している文書のため、２００円×１件＝２００円

②開示手数料 ●●台帳全件１，０００枚＞１００枚のため発生する。

超過枚数（１，０００枚－１００＝９００枚）×１０円＝９，０００円

③写しの交付費用 ＣＤ－Ｒ１枚×１００円＋郵送代１４０円＝２４０円

費用の合計 ①＋②＋③＝９，４４０円

ケース１

ケース２

ケース３



請求文書 Ｄ課が保有する●●工事に係る調査結果報告書（データ・紙換算１５０枚）

開示方法 来庁による写し（紙・うち１０枚はカラーを希望）の交付

①請求手数料 全てＤ課が保有している文書のため、２００円×１件＝２００円

②開示手数料 調査結果報告書１５０枚＞１００枚のため発生する。

超過枚数（１５０枚－１００＝５０枚）×１０円＝５００円

③写しの交付費用 モノクロ１４０枚×１０円＋カラー１０枚×５０円＝１，９００円

費用の合計 ①＋②＋③＝２，６００円

請求文書 Ｅ課が保有する●●対策会議の資料（紙・片面換算２５０枚）

開示方法 郵送による写し（データ・ＣＤ－Ｒ）の交付

①請求手数料 全てＥ課が保有している文書のため、２００円×１件＝２００円

②開示手数料 ●●対策会議の資料２５０枚＞１００枚のため発生する。

超過枚数（２５０枚－１００＝１５０枚）×１０円＝１，５００円

③写しの交付費用 ＣＤ－Ｒ１枚×１００円＋郵送代１４０円＝２４０円

費用の合計 ①＋②＋③＝１，９４０円

請求文書 Ｆ課（契約発注課）及びＧ課（契約担当課）が保有する●●契約の締結手続に係る一

連の文書 ⇒ 以下の通り、保有課ごとに１件の開示請求として請求いただきます。

請求Ⅰ

請求文書 Ｆ課が保有する●●契約の締結手続に係る一連の文書（紙・片面換算９０枚）

開示方法 来庁による閲覧のみ

①請求手数料 Ｆ課が保有している文書のため、２００円×１件＝２００円

②開示手数料 ●●契約の締結手続に係る一連の文書９０枚≦１００枚のため発生しない。

③写しの交付費用 閲覧のみのため発生しない。

請求Ⅱ

請求文書 Ｇ課が保有する●●契約の締結手続に係る一連の文書（紙・片面換算２０枚）

開示方法 来庁による閲覧のみ

④請求手数料 Ｇ課が保有している文書のため、２００円×１件＝２００円

⑤開示手数料 ●●契約の締結手続に係る一連の文書２０枚≦１００枚のため発生しない。

⑥写しの交付費用 閲覧のみのため発生しない。

費用の総計 ①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＝４００円

ケース４

ケース５

ケース６


